
 

甲

 第

✓今号

１ SPH

教育

2  甲工

3  甲工

グラ

✓キー

 甲工

①【Ｔ

②【Ｅ

③【Ｃ

家精

④【Ａ

実践

 

山梨県

     

山梨県

URL :

甲工

第２号

号早わかり

H 事業とは人

育プログラムを

工 SPH 事業に

工 SPH 事業に

ラムの柱①②

ーワード 

工 TECH-A プ

hinking】論

ngineering】

hallenge ＆

精神､技術者と

dvancing】課

践 

県立甲府工業高

  専攻科･SPH
県甲府市塩部

http://www.ko

  

工 S

号 

り 

人材育成の 

を開発すること

による人材育

による教育プ

③④ 

プロジェクト 

論理的思考力 

】高度な技術

＆ Ｈumanity】

としての人間

課題解決・創

 
高等学校 

H 推進部 

2-7-1 

ofu-th.ed.jp/ 

SPH

 

○教

な

を

に

付

的

想

ム

年

者

○教

①

②

③

④

～

と 

成 

ロ 

術力 

】起業 

間教育 

創造の 

H 通
甲府工

教育プログラ

山梨県では

なっており、

を支える人材

においては、

付けた知識・

的思考力や高

想や真摯な姿

ムが重要とな

年間を通して

者を育成する

教育プログラ

①【Thinking

エンジニ

整理し、創

「ものづく

め、多くの

験を重ね、

方法で、ど

育成する。

②【Engineer

「数値制

「高度な技

となる。生

従前の取組

ニアとして

上を図る。

③【Challeng

「数値制

どのように

また、身に

いくため、

を醸成して

ニアとして

して大事な

④【Advancin

平成 32
コースの横

識・技術の

了研究を通

化させ実践

ることがで

～  「数値制御

通信
工業高校

ラムの趣旨

は、機械・電

本事業では

材を育成して

筋道をたて

技術を活用

高度な知識・

姿勢を合わせ

なる。そこで

て、地域産業

るプログラム

ラムの柱と取

g】科学的根

ニアには、も

創造的に考え

くり」におけ

の場面で、科

、「数値制御

どのように活

 
ring】高度で

制御ロボット

技能・技術・

生徒、教員と

組も取り入れ

て前衛的な知

 
ge ＆ Human

制御ロボット

に活用してい

に付けた創造

、地域産業や

ていく。さら

ての「倫理観

な「働く姿勢

ng】専攻科に

2 年度に開設

横断的なカリ

の習得を図る

通して、本科

践し、本県、

できる技術者

御ロボット技術

地方

信
SPH 事

電子産業にお

は、「数値制

ていく。「数

てて考え、創

用していく力

・技術を身に

せ持つ人材を

で、本科３年

業を支え、地

ムを開発する

取組（甲工

根拠に基づい

ものづくりの

え、論理的に

ける目標達成

科学的根拠に

御ロボット技術

活用していく

で実践的な技

ト」を「つく

・知識」と日

ともに目標と

れながら、で

知識と高度で

nity】起業家

ト技術」に必

いくか」を創

造力、発想力

や経済に対す

らには、質の

観」、「人間性

勢」や「考え

における課題

設される専攻

リキュラムに

るとともに、

科 SPH 事業

機械電子産

者」を育成す

術」を通した

方創生を創造

 2

事業の教育

おける製造技

制御ロボット

数値制御ロボ

創造・工夫し

力が必要であ

に付け、もの

を育成してい

年間と平成 3

地方創生を創

る。 

TECH-A プ

いた論理的思

の目的やきま

に構成し表現

成のための手

に基づきなが

術」に必要

くか」を思考

技術力の向上

くる・利用す

日々進化する

と課題意識を

できるだけ多

で実践的なも

家精神の育成

必要となる、

創造する力、

力を社会貢献

する知識を深

の高い技術者

性」を高める

え方」につい

題解決・創造

科に向けて、

により、機械

甲府工業高

で養われた

産業界を支え

する。 

、地域産業を

造する技術者

2017 年  9

育プログ

技術者の人材

ト技術」を通

ボット技術」

していくこ

あり、そのた

のづくりに対

いくための教

32 年度開設

創造するこ

プロジェクト

考力の育成 

まりを理解し

現する力が必

手立ては一つ

がら論理的に

となる、「何

考していくこ

上 

する」のいず

る「先端技術

を持ち、スキ

多くの機会を

ものづくりの

成と技術者と

「何を、どの

発想する力

献やイノベー

深めるととも

者の育成を図

るために、企

いても啓蒙し

造の実践 

、専攻科の機

械、電気・電

高校版デュア

「課題解決力

えていく「先

を支え、 

者の育成をす

9 月 13 日

グラム 

材確保が課題

通して本県産

」の設計・活

とともに、身

ためにも、論

対して豊か

教育カリキ

設する専攻科

とができる技

ト） 

した上で、考

必要である。

つとは限らな

に思考してい

何を、どのよ

ことができる

ずれにおいて

術の理解」が

キルアップす

を通じて、エ

の技術・技能

としての人間

のような方法

力を育んでい

ーションに繋

もに、起業家

図るため、エ

企業人・社会

していく。 

機械系・電子

電子の複合的

アルシステム

力・創造力」

先進的な設計

するためには

日 

題と

産業

活用

身に

論理

な発

ュラ

科２

技術

考えを

また、

いた

いく経

うな

力を

ても、

必要

する。

エンジ

能の向

間教育 

法で、

いく。

繋げて

家精神

エンジ

会人と

子系両

的な知

や修

」を深

計をす

 ～ 


